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第１号通信 
2013 年 2 月吉日 

 

日本箱庭療法学会 第 27 回大会のご案内 

大会テーマ「遊び・イメージ・身体」 

 

第 27 回大会準備委員長 川原稔久（大阪府立大学） 

 
 向春の候、日本箱庭療法学会の会員の皆様には、ますますご清祥のことと、お慶び申し

上げます。 
 このたび、日本箱庭療法学会第 27 回大会を 2013 年 10 月 26 日（土）・27 日（日）に、

大阪府立大学の主催で大阪府立大学中百舌鳥キャンパスにおいて開催することとなりま

した。 
 ここ大阪の地の中心部は、中沢新一『大阪アースダイバー』に依りますと、海川の水と

砂によって浮上した八十島から形成された、命が成る庭としての「なにわ」であります。

その「河内」の南、大阪府立大学がある堺市は、八十島形成以前から陸地を成し、百舌鳥

古墳群と古市古墳群に囲まれており、海からの力を蓄え自治を実現すべく環濠都市になっ

たとされています。このように、砂と水より成り立つ命の庭としての歴史を持った大阪の

地は、まさに箱庭を学ぶにふさわしいと思われます。 
 大会テーマは「遊び・イメージ・身体」としました。箱庭にはまさに、砂と水に戯れ、

身体がダイレクトに関わってイメージが沸き立つ特徴があります。大会シンポジウムでは、

現象学的身体論を端緒とされる哲学者鷲田清一先生に基調講演「イメージと身体」をお願

いいたしました。それを承けてお二人のシンポジストに登壇していただきます。お一方は

「無意識的身体心像」論で著名な山中康裕先生、もうお一方は、本教室立ち上げ講演の際、

河合隼雄先生に「魂と身体」というテーマを投げかけられた本学名誉教授の川戸圓先生で

あります。三人の先生方の議論によって、箱庭の本質に迫りたいと思います。 
また、懇親会では遊びを取り入れた催しも企画いたしております。その成り立ちからし

ても、生死の循環である「野生の思考」が今なお息づくディープ大阪を、『大阪アースダ

イバー』を道案内にして、探訪していただく良い機会でもあるかと思います。スタッフ一

同、充実した学会となりますよう、心を込めて努めたいと思います。皆様のご参加を心よ

りお待ちいたしております。 
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1．大会日程 
第１日 10 月 26 日（土） 
 

受付 
ワークショップ 

(B3 棟) 

休憩 

シンポジウム 

(U ホール白鷺) 

休

憩 

会員 

総会 
(U ホール

白鷺) 

休

憩 

懇親会 

(学術交流会館) 
理事会*

（現・常任 

理事会） 

※受付：9:00～ B3 棟 
* 本年 4 月に予定されている本学会の一般社団法人化に伴い、常任理事会は理事会に改称 

 
第２日 10 月 27 日（日） 
 

受付 
研究発表 A 

(B3 棟) 

休憩 

研究発表 B 

(B3 棟) 

休

憩 

研究発表 C 

(B3 棟) 
司会者・ 

指定討論者 

打ち合わせ 

※受付：9:00～ B3 棟 
 

2．大会の概要 
日時：2013 年 10 月 26 日（土）・27 日（日） 
会場：大阪府立大学中百舌鳥

な か も ず

キャンパス B3 棟／U ホール白鷺／学術交流会館 
   〒599-8531 大阪府堺市中区学園町１番１号 

南海高野線「白鷺駅」下車、徒歩約 10 分。 
地下鉄御堂筋線「なかもず駅（5 号出口）」、南海高野線「中百舌鳥駅」下車、徒歩約 20 分。 

  ＊詳細は 6 頁のアクセスマップを参照してください。 
 
大会内容： 
●ワークショップ（於：B3 棟） 

全 12 コースより選択（別紙「ワークショップのご案内」を参照） 
●シンポジウム （於：U ホール白鷺） 

基調講演「イメージと身体」鷲田清一（大谷大学教授） 

シンポジスト       山中康裕（京都ヘルメス研究所、京都大学名誉教授） 

         川戸 圓（川戸分析プラクシス） 

司会           川原稔久（大阪府立大学教授） 

                総田純次（大阪府立大学教授） 

9：00 

9：30 11：30 

17：45 18：00 20：00 16：30 16：45 12：00 13：30 

9：00 12：45 14：45 15：00 17：00 

9：30 
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●会員総会   （於：U ホール白鷺） 
●懇親会    （於：学術交流会館） 
●研究発表（於：B3 棟） 

 事例研究 2 時間、基礎研究 1 時間とし、形式はすべて口頭発表とします。 
●参加資格 原則として、日本箱庭療法学会の正会員（以下、会員）であることが必要で

す。ワークショップ・シンポジウムは、非会員の方も参加できます（ただし、

臨床心理士の有資格者、臨床心理学を学んでいる大学院生、臨床心理学およ

びその関連領域で実践的な仕事に従事されている方で、心理臨床事例に関す

る守秘義務を守れる方に限ります）。また、今大会のシンポジウムは、一般

の方にもご参加いただけます。 
 

3．大会参加費 
 参加費は、申し込み形態や参加項目に応じて以下の通りとなります。 
 
  予約 予約締切 当日 
会員 ワークショップ参加 6,000 円 4 月 30 日 7,000 円 
 大会参加（シンポジウム・研究発表） 8,000 円 6 月 3 日 9,000 円 
 懇親会参加 正会員 

      大学院生 
5,000 円 
3,000 円 

6 月 3 日 
6,000 円 
4,000 円 

非会員 ワークショップ参加 8,000 円 4 月 30 日 9,000 円 
 シンポジウム 1,000 円 4 月 30 日 1,000 円 
 

4．大会参加の申し込み 
【予約参加】 
 大会の参加予約は、以下の要領で手続きをしてください。 
（ワークショップの申し込みについては、同封の「ワークショップのご案内」を参照。） 
 
１）同封の往復ハガキに必要事項を記入し、往信面・返信面とも切手を貼付し、 
●ワークショップに予約参加する方は 2013年 4月 30日（必着）、 
●ワークショップに予約参加しない方は 2013年 6月 3日（必着）までに 
大会準備委員会へ送付してください。 

 
２）同封の払込取扱票の通信欄に必要事項を記入し、必ず合計金額を記入のうえ、期日ま

でに諸費用を払い込んでください。指定の払込取扱票を使用してください。 
 
 

口座番号：００９１０－６－２３３４４７ 
加入者名：日本箱庭療法学会第 27 回大会準備委員会 
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  なお、払い込まれた諸費用は、研究発表が不採用になった場合の論文掲載料、写真掲

載料以外は、事情の有無にかかわらず返金しませんので、ご了承ください。 
３）大会参加費には、論文集１冊の代金が含まれていますが、別途必要な方は、1 冊 2,000

円で販売しますので、大会参加申し込みの際に合わせて注文してください。 
 
 
 
４）予約参加手続きが完了した方には、「領収書・予約参加証」のハガキを送付します（別

途領収書の発行は行いません）。 
５）予約参加者には、発表論文集と名札を送付します。当日は名札を必ず持参し、直接会

場に入ってください（受付は必要ありません）。 
 
【当日参加】 
 できるだけ予約での参加をお勧めしますが、当日参加も受け付けます。 
 
１）会員の方は、10 月 26 日（土）の 9 時からと、10 月 27 日（日）の 9 時から、大会会

場（B3 棟）にて当日参加受付を行います。 
２）非会員の方は、10 月 26 日（土）のワークショップとシンポジウムに限り、定員に余

裕のある場合にのみ当日参加できます。受付は 9 時から行います。 
 

5．研究発表の申し込み 
研究発表を申し込む方は、以下の要領で手続きをしてください。なお、発表者は以下の

3 つの条件をすべて満たす必要があります。 
【発表資格】 
①発表者、共同発表者とも会員であること 
②発表者、共同発表者とも 2012 年度までに日本箱庭療法学会に入会手続きが完了して

いること 
③研究発表申込締切（6 月 3 日）までに 2013 年度までの年会費を完納していること 
入会手続きおよび年会費納入が済んでいない方は、すぐに手続きをしてください。 

 
【発表形式】 
 本大会の発表形式は以下の通りです。 
  ・事例研究：1 発表あたり討議を含めて 2 時間。 
  ・基礎研究：1 発表あたり討議を含めて 1 時間。 
 本学会では、箱庭療法に関する研究発表以外に、遊戯療法、描画、コラージュ、夢分析

など、イメージを主体とした心理療法に関する研究発表も対象といたします。 
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【研究発表申し込み手続き】 
１）同封の往復ハガキ「ワークショップ受講＆研究発表申込書」に研究発表、発表予定題

目、共同発表者を記入し、写真掲載の場合には「領収書」の該当欄に写真の枚数と金

額を記入し、2013年 4月 30日（必着）までに大会準備委員会へ送付してください。 
２）発表者は、発表要旨を発表論文集に掲載するため、1 発表あたり論文掲載料 1,000 円

が必要です。写真を掲載する場合は、1 枚あたり写真掲載料 500 円が必要です。他の

諸費用と合わせて、同封の払込取扱票にて払い込んでください。 
３）論文集の掲載原稿は、2013年 6月 3日（必着）までに特定記録郵便にて大会準備委員

会へ送付してください。原稿の受領をもって、発表申し込みの受理といたします。 
  ※発表に際して、液晶プロジェクターが使用できます。 
４）研究発表の採否は、6 月下旬までに書面にて通知します。研究発表の採否、発表形式、

司会者、指定討論者は、日本箱庭療法学会第 27 回大会プログラム委員会によって決

定されますので、あらかじめご了承ください。不採用の場合には、論文掲載料、写真

掲載料は返金します。 
５）発表者には、8 月中旬頃までに発表形式、発表日程、司会者、指定討論者を書面にて

通知する予定です。 
 

6．昼食について 
 10 月 26 日（土）・27 日（日）分の弁当を予約販売します（当日販売はありません）。 

1 個 1,000 円（お茶付）です。予約する場合は、同封の往復ハガキ「領収書」の該当欄の

希望日に○をつけ、他の諸費用と合わせて払い込んでください。当日受け取り時に、「領

収書」ハガキを提示してください。 
 会場周辺には昼食のとれる飲食店・コンビニが少ないため、弁当予約をお勧めします。 
 

7．宿泊について 
 宿泊については、同封の「宿泊のご案内」を参照のうえ、各自で手配してください。 
 

8．駐車場について 
 会場には駐車場がありませんので、公共の交通機関をご利用ください。 
 

9．託児について 
 会場にて有料で託児所を開設します。託児を希望の方は、大会予約締切（6 月 3 日）ま

でに大会事務局までメール（hako27th@gmail.com）にて問い合わせてください。 
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10．大阪府堺市へのアクセス（公共交通機関） 
○飛行機を利用する場合 
●関西国際空港から南海バス（関西空港リ

ムジンバス中もず・堺東線：1 日 9 本）

で「中もず駅前（北側）」まで約 63 分。 
●関西国際空港から南海本線で「堺駅」ま

で 33 分（特急）。南海バスに乗り換え、

「府立大学前」まで約 24 分。 
●関西国際空港から JR 阪和線で「三国ヶ

丘駅」まで 37 分（快速）。南海バスに乗

り換え、「府立大学前」まで約 14 分。 
●大阪国際空港（伊丹空港）から空港バス

で「新大阪駅」まで約 25 分。 
 
○新幹線を利用する場合 
●新大阪駅から地下鉄御堂筋線で「なかも

ず駅」まで 37 分。 
 
＊駅から会場までのアクセスは下記「11.
会場へのアクセス」を参照してください。 
 

11．会場へのアクセス 
●南海高野線「白鷺駅」下車、徒歩約

10 分。 
●南海高野線「中百舌鳥駅」下車、徒

歩約 20 分。 
●地下鉄御堂筋線「なかもず駅（5 号出

口）」から、徒歩約 20 分。 
●南海高野線「中百舌鳥駅」・地下鉄御

堂筋線「なかもず駅」から南海バス

（北野田駅前行 31、32、32-1 系統）

で約 5 分、「府立大学前」下車。 
●南海本線「堺駅」から南海バス（北野田駅前行 31、32、32-1 系統）で約 24 分、「府立大学前」下車。 
●JR 阪和線・南海高野線「三国ヶ丘駅」から南海バス（北野田駅前行 31、32、32-1 系統）で約 14 分、

「府立大学前」下車。 
 

大会会場 
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学会事務局からのお願い 

会員の皆様におかれましては、平素より当学会の活動にご理解をいただきありがとうございます。

学会事務局より、会員の皆様にご連絡とお知らせを申し上げます。 
大会参加に先立ちまして、皆様には年会費の納入状況の確認をお願い申し上げます。会員の皆様は

2013 年度年会費をご納入いただくことが第 27 回大会の参加資格となっております。すでにお知らせ

しております通り、2013 年度より年会費納入方法が変更となります。2012 年度以前より会員の方は、

お手数をおかけしますが、今一度以下についてご確認ください。 
 

◆2013 年度より年会費納入方法を変更させていただきます◆ 

 
2013 年度の年会費は 2013 年 5 月 27 日に預金口座から自動引落させていただきます。口座振替依

頼書のご提出がまだの方は、至急事務局までご送付いただきますようお願い申し上げます。 
 
2012 年度までの年会費を納入いただいていない方につきましては、2013 年 3 月 15 日（金）まで

に、下記口座へご入金いただきますようお願いいたします。 
 

 
 
 

 
なお、年会費の納入状況確認につきましては、学会郵送物のタックシール（宛名ラベル）にて確認

することができます。               
〒540-0032 
大阪市中央区天満橋 1-23 
箱 庭太郎 様（ID：A120001） 
12(9) 

〈表記について〉最下段の二桁の数字は西暦年度の下二桁を表し、（ ）内は未納金額（千円単位）

を表します。例えば「12(9)」の場合は、2012 年度の年会費 9,000 円が未納であることを表します。ま

た「12(0)」となっている場合は、2012 年度までの年会費をすべて納入済みであることを示しています。 
随時データを更新するようにしておりますが、行き違いの際はどうかご容赦ください。ご不明な点

などございましたら、事務局までお知らせください。 
 学会事務局へのご連絡は FAX、郵便、電子メールにて承ります。 
 
 
 
 
 

学会事務局からのお願い 

振込先 

口座番号：０１０５０－４－５３１９６ 

加入者名：日本箱庭療法学会 

金  額：９，０００円／年 

日本箱庭療法学会事務局 
〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町 1-23 新日本天満橋ビル 801号 

日本箱庭療法学会附属木村晴子記念箱庭療法研究所内 
FAX：06-6942-2550 E-mail：office@sandplay.jp 

URL: http://www.sandplay.jp/ 
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今後の予定 
 

4 月 30 日 研究発表申込締切 
 ワークショップ受講申込締切 
5 月中旬 研究発表申込者に論文集掲載用書式と原稿執筆要領送付 
5 月下旬 ワークショップ受講者に領収書・予約参加証送付（受講コース決定通知） 
6 月 3 日 論文集掲載原稿締切 
6 月 3 日 大会予約参加申込締切 
6 月下旬 研究発表申込者に、採否の通知送付 
 大会予約参加者に領収書・予約参加証を送付 
8 月中旬 研究発表者に、発表形式、発表日程、司会者、指定討論者の通知送付 
9 月上旬 会員にプログラム（2 号通信）送付、大会予約参加者に発表論文集送付 
 ワークショップ・大会予約参加者に名札送付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本箱庭療法学会第 27回大会に関する問い合わせ・連絡先 

 
e₋mail：hako27th@gmail.com 
FAX ：072-254-9168 
郵便 ：〒599-8531 大阪府堺市中区学園町 1-1 
    大阪府立大学人間社会学部 心理臨床センター内 
    日本箱庭療法学会第 27 回大会準備委員会 
 
※問い合わせや連絡は、なるべく E メールでお願いします。 
※電話での問い合わせには応じられませんので、あらかじめご了承ください。 


